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ALMA計画において、受信機および光学系は、デュワー外部でカートリッジに設置し、調整した後、デュワー
内に挿入する。カートリッジは 4Ｋ、15Ｋ、70Ｋの３段の温度ステージから構成され、熱スイッチを介して各ス
テージを冷却する構造となっている。カートリッジは名古屋大学、国立 天文台、ＲＡＬ (英国)の各研究機関で
それぞれ独自に開発を進めている。熱スイッチ部につ いては十分な熱伝導性を得ることに成功しているが、デュ
ワーの傾斜に対するカート リッジの力学的変形・撓みの抑制及びカートリッジの組み立て易さ、組み立て精度の
再現性、組み立て後の操作性等は、カートリッジ全体の構造と密接に関連し、重要な 検討課題として残されてい
た。我々はこの点に着目し、カートリッジの構造について の予備的な検討結果を 2002年秋季年会で報告した。

カートリッジを支える熱絶縁の構造は、円筒・板形状を利用する２種類に大別される。撓みを小さくするため
には円筒状のものは直径を大きくし、板形状のものは撓み方向に長くする必要がある。かつ、熱伝導を小さくす
るためには断面積を少なくすることが重要である。

今回は、各構造で製作したカートリッジの撓みを実際に測定した。各構造において直径の異なるカートリッジ
に対し、荷重の有無により撓み量がどのように変化するかを測定し比較した。講演では、測定結果をもとに各々
の方式のメリット、デメリットについて報告する。


